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非常災害復旧訓練風景



大 規 模 災 害 発 生 時 の大 規 模 災 害 発 生 時 の
１．安全点検・確認と早期復旧

・・・・・・・・　電気設備の安全点検・確認の事例　・・・・・・・・

　電気保安協会は、地震や台風などの大規模な災害が発生した場合、お客さまからの要請
に応じて出動することは当然でありますが、被害が予想される地域のお客さまを対象に自
主的に訪問し、電気設備の安全点検・確認を行っています。
　不具合がある場合は、応急措置や復旧に向けた指導を行うとともに、電気に起因する感電、
火災及び障害などの二次災害を防止するための指導を行っています。
　また、電気事業者の電力供給の復旧に併せ、電気工事会社などの関係者と連携し、不具
合箇所の改修により電気設備の早期復旧を図り企業活動の再開を手助けするとともに、電
力会社の要請により一般家庭等の停電復旧に先だって確認作業を行ない二次災害防止に努
めています。

大 規 模 災 害 発 生 時 の

津波により区分開閉器が損壊（確認） 地震により外れた電線の取付け（応急措置）

津波により瓦礫が流入した受電設備（キュービクル）（確認） 津波により冠水した変圧器内部の点検



早 期 復 旧 の た め に ! !早 期 復 旧 の た め に ! !
２．東日本大震災における電気保安協会の対応

　東北電気保安協会は、平成 23 年 3 月 11 日の東日本大震災により被害が予想された地域
のお客さま約 21,000 軒（受託軒数の約 40％）に対し、同年 3 月 12 日から自主的な訪問に
よる電気設備の安全点検・確認を実施しました。
　そのため、非常災害対策本部
から被災地域への応援要員の派
遣や必要な資機材の供給、関係
機関との連絡などを継続的に行
いました。
　その結果、全体で約 9,000 の
不具合箇所（被害）が発見され、
応急処置を行なうとともに復旧
に向けた指導を行いました。

　なお、安全点検・確認は、道路寸断や立入制限で現地確認ができなかった約 2,000 軒を
除く約 19,000 軒のお客さまに対し、着手 11 日後の 3月 22 日には完了しました。
　また、一般家庭に対しても停電復旧後の二次災害を防ぐため、東北電力からの要請を受け、
津波により浸水した家庭等の確認作業に延べ 180 人を動員しました。

早 期 復 旧 の た め に ! !

図１　電気設備の被害状況

図２　東日本大震災における東北電気保安協会の対応
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「 い ざ ! ! 」 と い う 時「 い ざ ! ! 」 と い う 時
３．大規模災害に備えた電気保安協会の取組み

４．台風や集中豪雨などへの電気保安協会の出動状況

◇ 非常災害を想定した定期的な訓練
　地震、台風などの非常災害を想定し、お客さま電気設備の被害の拡大防止と早期復旧
を目的に、定期的な訓練を実施しています。

◇ 「非常災害時の相互応援に関する協定」の締結
　非常災害の発生時、電気保安協会相互が自主的に応援することを目的に、必要な機材
及び要員の派遣について協定を締結するとともに、相互応援に関する訓練を定期的に実
施しています。
　○ 機材（車両、測定機器、携帯用発電機［数百台］など）
　○ 要員（約 7,000 人の電気主任技術者）

　台風、集中豪雨など自然災害に対し、電気保安協会は次のとおり出動しました。

「 い ざ ! ! 」 と い う 時

移動発電車

車両（事故出動）

524
57
85
586
142
114
867
1,037
281

766
120
98

1,172
185
211
1,135
1,339
428

H25年 9月
H25年 7～ 8月
H24年11月
H24年 9月
H24年 8月
H24年 7月
H24年 6月
H23年 9月
H23年 9月

台風 18号による関東地方の暴風・大雨（関東）
山口島根豪雨（中国）
北日本における暴風雪（北海道）
台風 16号・17号による沖縄地方の暴風・大雨（沖縄）
近畿中部を中心とした大雨（関西）
九州北部豪雨（九州）
台風 4号による中部地方の暴風・大雨（中部）
台風第 15号による中部地方の暴風・大雨（中部）
台風第 12号による近畿地方の大雨（関西）

災害をもたらした気象現象
事 故 出 動　　　

 件　数　　延人数（人）



の た め に 備 え て ! !の た め に 備 え て ! !

5．節電・省エネルギ―対策への支援

◇ 自治体との防災協定の締結
　東海沖・東南海地震などの自然災害に備え、自治体と公共施設の早期復旧のため災害発
生時における電気保安の確保に係る防災協定の締結をしています。

防災訓練への参加

◇ 自然災害に係る情報提供及び支援
　過去の災害事例に基づく電気設備の地震対策など情報を広報誌やリーフレットにより提
供しています。
　また、防災協定を締結した自治体の防災訓練に参加し、非常電源の確保や避難所等の電
気安全について指導しています。

　東日本大震災後、電力需給が逼迫
する状況が続いていることから、節
電対策や省エネルギー対策に積極的
に取組んでいます。
　特に、平成 23 年夏には、電気事
業法による電気の使用制限や、小口
需要家に対する使用最大電力の
15％抑制に係る節電について、国の
要請を受け関東及び東北電気保安協
会が「節電行動計画」の策定及び実
践をお客さまに指導しました。 節電行動計画（例）

の た め に 備 え て ! !



電気保安協会全国連絡会

電気保安協会は、地震、台風、集中豪雨などの自然災害に対し、
技術力・組織力で迅速に対応しております。

大規模災害に備えた電気保安協会の取組みについては、
全国の一般財団法人電気保安協会にお問い合わせをお願いします。

地　震

台　風 雷

（148名）

（1,216名）

（873名）

（1,429名）

（409名）

（513名）

（1,216名）

（873名）

（555名）

（　　）はＨ25.3現在の従業員数です

（2,022名）

（1,429名）

（409名）

（513名）

（1,484名）

（2,986名）




